フランスにおける臨床教育制度について(海外だより) by 三浦,徹蔵 & MIURA,TETSUZO
〔千葉医会誌 48，163~164， 1972J 
〔海外だより〕 フランスにおける臨床教育制度について
近年激増しつつある学生数に対応すベく， また 1968
年に起こった，いわゆる五月革命を契機とする大学制度
改革の一環として，従来のパリ大学医学部は解体され， 
1969年度からあらたに 1の医学部がパリ市およびその
周辺に生まれましたo これまでの医学教育が，医学部と
公立の教育病院の二本の柱によっていたのを一本化し，
近接したいくつかの病院を集め，中心に基礎医学校舎，
図書館などを建設して， CHU (centre hospitalier 
universitaire) と呼ばれる新しい医学部としたわけで
す。これに伴い，医学教育こどに臨床教育制度は大幅に
改革されましたo 
1968年度までは，医学部学生が臨床実習を受けるた
めには，選抜試験を受けて，教育病院の実習生エクステ 
Jレヌ (externe，以下 Ext.と略)に採用されなければ
なりませんでした。この試験は年 l回で，医学部の 3年
目(フランスの医学部は 7年制)から 2度受験できまし
たが，いずれの試験にも失敗した者は，臨床実習を経験す
ることなく，臨床学科の講義を聴くだけで学部を終り，
パリ近郊の二流病院などで 1年間見習生として働いた
後，医師の資格を得ました。一方 Ext.に採用された者
は午前中は病院で実習を受け，午後は学部に戻って講義
に出席します。ところで，より高度の臨床教育を受ける
ためには， 2年間 E文t.として勤務した後に，アンテJレ
ヌ (interne，以下 Int.と略)に選抜されなければなり
ません。この試験は， 4回受験することができました
が，合格しなければ Ext.のままで医学部を卒業するこ
とになります。パリではこれまで Ext.採用試験の受験
者は毎年 l万人強に達し，合格者は約 2500人，このう
ち Int.に採用される者は約 250人でした。さて， Int. 
になりますと，その時点から医学部から離れて，臨床修
練だけの生活を 4年間教育病院で送ることになります。
すなわち，当直を含め全日制で病院に勤務し， .6カ月毎
に，自分の希望する臨床学科をローテイト，この間マン
・ツー・マンで徹底的に仕込まれます。耳鼻咽喉科の例
でいえば， 1年間耳鼻咽喉科で修練した Int.は喉頭全
摘出術を楽にやってのける実力を備えるに至ります。
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1969年度からはj上記の Ext. 制が廃止され，医学
部4年目から，すべての学生が臨床実習を受けることが
できるようになりました (Int.は 1973年度までは公募
が決まっていますが，その後は制度改革が行なわれる)。
しかしいくら急速に設備を拡充しても，病院側の受け入
れ数には限度があり，いきおい進級試験を厳しくせざる
を得ず (1972年度の医学部 1年から 2年への進級率は
約47%)，これがまたあらたなる紛争のもとになってい
ます。
さて新制度では，病院実習の期間は 3年とされ， 6カ
月を単位に，内科系 2学科，外科系 l学科，精神科，お
よび耳鼻咽喉科・眼科・口腔外科・皮膚科の「専門学科 
specialiteJと呼ばれる科のうちのひとつ， さらに自分
の選摂する科を lカ所，ローテイドすることになってい
ます。このうちの， specialiteと選択学科への配属は，
それまでの成績順に上位の者から選んでゆくシステムで
すので，必ずしも自分の希望が通るとは限りませんo
実習期間中は，旧 Ext.の制度と同じで，午前中は病
院勤務，午後は講義となっていますが，フランスでは耳
鼻咽喉科などの specialiteの講義はまったくありませ
んし，ほかの学科にしても実質的な臨床教育はすべてこ
の実習を通して受けることになります。具体的に，私の
おります，パリ第 VI大学医学部 CHU Pitie-Salpe-
triをreの耳鼻咽喉科の例で説明しますと， 6ヵ月の配
属期間は 2カ月単位で三分され，病室，手術室，外来を
廻ります。まず病室では入院患者の全身検査を担当し，
新しい患者が入るたびに完全な病歴簿を作らなければな
りません。もちろん耳鼻咽喉科学的検査法，診断，治療法
についても教育されるわけですが，どちらかというと病
室では内科的修練の方が主になっています。一方手術室
では手術の助手，器械出しなどをつとめ，ここではいわば
外科の基本的な知識，技術を習得することになります。
さて外来勤務になりますと，最初のうちは聴力検査など
の臨床検査を受持たされますが，最終的にはひとりで患
者を診察することを要求されます。
新しい制度では，この後医学部の 7年自に 1年間の全 
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日制病院勤務を全員に課しています。しかし現在までの
ところ，これに相当する年次の学生がいませんので，具
体的にどう実施されるかは不明です。
つぎに医学部卒業後には， 4年の修練期聞が終ると直
ちに助手に任命される Int.を別にしますと，ふたつの
進路があります。すなわち家庭医ともいうべき，一般医 
medecin general として開業するか， あるいは専門医
資格 (Certificat d'etudes su perieurs，以下 CESと
略)を得るためにさらに上級の学校に進むか，に分かれ
ます。 CESを取得するためには，一般外科，神経科，
精神科，小児科が各 4年，ー心臓病，腎臓病，消化器病な
どの内科，産科，婦人科，耳鼻咽喉科，眼科，皮膚科，
放射線科の各科が 3年，口腔外科 2年の期間を要しま
す。この間 CESの学生は，耳鼻咽喉科などでは，多く
の場合嘱託医 attache として教育病院に勤務するかた
わら，週に 6....9時間程度の講義を受けており， 学年末
には進級試験があります。そして CESをとった後は，
引続き attache として週に何回かは教育病院に勤務し
ながら，開業したり市立の診療所などに就職するという
のが普通のコースです。
このようにフランスの既成医師の聞には，試験制度と
いう明確な基準に基いてはいるものの， Int.出身者を
頂点とする厳しい階級制があり，それが医療技術の差と
なって表われていることも事実です。しかし，再教育と
いう面からみますと，大多数の医師がなんらかの形で大
病院に勤務しており，講習会，講演会などが容易に参加
し得る仕組みで頻繁に催されていますので，新しい知識
に接する機会は，日本の医師に較べてずっと多いといえ
ます。
以上フランスの医学教育制度の特殊性，あらたに改革
された点，に触れました。現在はなお移行期であり，新
制度そのものも 1973年以降にならないと完成しません。
たしかに改革されたとはいえ， フランスの臨床教育に
は，すべての臨床学科にわたっての全般的な知識を得る
ことが難しいという大きな欠陥があります。しかし，反
面フランスの医学生は長い実習期間を通して，指導医，
患者に接する時間が，わが国の医学生に比較すると，は
るかに多く，生きた教育を受けているということ，いい
換えれば，フランスの医学教育がより実際に即した臨床
医育成への路をあゆみはじめており，そしてそこには学
び得る点が少なからずあるということを指摘して，報告
を終ります。 
(1972年 6月 24日発信)
